
様式第６号その１（第１１条関係）
（用紙　日本産業規格Ａ４横型）

（　　       年　月　日現在）

Ⅰ　資産総額 金 円
内 1 基本財産 金 円

2 運用財産 金 円
［ 収益事業用財産 金 円 ］

Ⅱ　負債総額 金 円
［ 収益事業用負債 金 円 ］

Ⅲ　正味財産 金 円

　
財産の状況

［１］資産
　１　基本財産

（１）土地

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 円

◇◇高等学校・△△中学校

計 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

校舎敷地外 ××県××市××町××丁目◇◇番 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・・・・ ・・・ ・・・

・・・

××キャンパス
○○大学・××短期大学

小計 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

運動場 ××県××市××町××丁目××番 ・・・

・・・ ××キャンパス
○○大学・××短期大学

校舎敷地 ××県××市××町××丁目××番 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ××キャンパス
○○大学・××短期大学

校舎敷地 ××県××市××町××丁目××番 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

小計 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

○○キャンパス
○○大学

その他敷地 ○○県○○市○○町○○丁目○○番 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ○○キャンパス
○○大学

・・・ ・・・ ○○キャンパス
○○大学

運動場 ○○県○○市○○町○○丁目○○番 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

　専 用 　と共用 　専 用 
校舎敷地 ○○県○○市○○町○○丁目○○番 ・・・ ・・・ ・・・

財産目録その他の最近における財産の状況を知ることができる書類

財　　　　　産　　　　　目　　　　　録

種　別 所　在　地
新設校 既設校 既設校

計 金　額 備　考

「収益事業用財産」及び「収益
事業用負債」は「総資産額」，
「負債総額」及び「正味財産」
の外数で記載。

様式に記載された貸借対照表の科目以外の科目の転記にあたっては，

以下の各表を参考に適宜追加すること。

様式第２－１号の面積は本欄
の面積と整合するよう留意す
ること。



（２）建物

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 円

○○県○○市○○町○○丁目○○番

○○県○○市○○町○○丁目○○番

○○県○○市○○町○○丁目○○番

○○県○○市○○町○○丁目○○番

××県××市××町××丁目××番

××県××市××町××丁目××番 ・・・

××県××市××町××丁目××番

××県××市××町××丁目◇◇番

（３）構築物
円

小計 ・・・
計 ・・・

小計 ・・・
・・・ ・・・ ××ｷｬﾝﾊﾟｽ
・・・ ・・・ ××ｷｬﾝﾊﾟｽ

塀 ・・・ ○○ｷｬﾝﾊﾟｽ
・・・ ・・・ ○○ｷｬﾝﾊﾟｽ

種　別 金　額 備　考
門 ・・・ ○○ｷｬﾝﾊﾟｽ

◇◇高等学校・△△中学校

計

校舎(Ⅰ号館) ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・・・・ ・・・ ・・・

・・・

××キャンパス
○○大学・××短期大学

小計 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

学生会館 ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ××キャンパス
○○大学・××短期大学

××図書館 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ××キャンパス
○○大学・××短期大学

小計

校舎(A号館) ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ○○キャンパス
○○大学

食堂棟 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ○○キャンパス
○○大学

体育館 鉄骨・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ○○キャンパス
○○大学

校舎(2号館) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ○○キャンパス
○○大学

校舎(1号館) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

計 金　額 備　考
　専 用 　と共用 　専 用 

種　別 所　在　地 構　造
新設校 既設校 既設校



（４）機器備品
ア　教育研究用機器備品

点 円

イ　管理用機器備品
点 円

　

（５）図書
冊 円

（６）車両
台 円

スクールバス
乗用車 ・・・ ○○大学

小計
・・・ ◇◇高等学校，△△中学校

計

種　別 数　量 金　額 備　考
・・・ ○○大学

一般図書 ◇◇高等学校，△△中学校
計

データファイル 一式 ・・・ ○○大学
小計 ・・・

一般図書 ・・・ ・・・ ○○大学
専門図書 ・・・ ・・・ ○○大学

計 ・・・

種　別 冊　数 金　額 備　考

・・・ ・・・・ ・・・
・・・ ・・・・ ・・・

教育研究用機器備品 ・・・・ ・・・ ◇◇高等学校，△△中学校
計

名称又は種類 数　量 金　額 備　考

○○大学，××短期大学共用
・・・ ・・・・ ・・・ ○○大学，××短期大学共用

小計 ・・・・ ・・・

小計 ・・・・ ・・・
・・・ ・・・・ ・・・

備　考
机 ・・・・ ・・・ ○○大学
書架 ・・・・ ・・・ ○○大学

名称又は種類 数　量 金　額

教育研究用機器備品と記載方法は同様。



（７）建設仮勘定
円

○○建設株式会社 建物 令和○年○月～令和×年×月

株式会社××組 構築物 令和○年○月～令和×年×月

・・・ ・・・ 令和○年○月～令和×年×月

　２　運用財産

（１）預貯金・現金
ア　預貯金

円

・・口座

通常貯金 ゆうちょ銀行 ・・・

イ　現金 円

（２）特定資産
円

△△銀行
体育館建築計画

××引当特定資産 ○○証券 利付国債(○年）第○回　１銘柄　令和○年○月○日取得

（３）有価証券
円

計 ・・・

小計 ・・・ ・・・
・・・・ ・・・ ・・・ ・・・

備　考
利付国債（○年） 1 令和○年○月○日 ・・・
利付国債（×年） 3 ・・・ ・・・

・・・
計

銘　柄 数　量 取得年月日 金　額

小計 ・・・
第３号基本金引当資産 △△信託銀行 ・・・
退職給与引当特定資産 ××銀行 ・・・

備　考
○○銀行 ・・・

第２号基本金引当特定資産 ××信託銀行 ・・・

第２号基本金引当特定資産
・・・

○○校地取得計画

小計

計

内　訳 預入先又は信託先 金　額

普通預金 ××信託銀行 ・・・ ・・口座
定期預金 〃 ・・・

定期預金 〃 ・・・ ２口座
小計

計

預貯金種別 金融機関 金　額 備　考
普通預金 ○○銀行 ・・・ １０口座

○○校舎建築工事 ・・・
・・・ ・・・
・・・ ・・・

内訳（事業名称等） 契約相手方 振替予定科目 支払予定時期 金　額 備　考



（４）不動産

ア　土地

㎡ 円

イ　建物

㎡ 円

（５）貯蔵品

円

（６）未収入金

円

（７）前払金

円

　収益事業用財産

※　該当がある場合は「基本財産」及び「運用財産」の各表に準じて内訳を記載。

損害保険料 ・・・ ・・・
計

消耗品費 ・・・ ・・・
賃借料 ・・・ ・・・

計

内　訳 件　数 金　額 備　考

・・・ ・・・ ・・・
・・・ ・・・ ・・・

補助金 ○○県補助金　○件 ・・・
受託事業収入 ○○市受託事業　○件 ・・・

内　訳 件　数 金　額 備　考
学生生徒等納付金 令和○年度授業料未納分　○件 ・・・ 徴収不能引当金　・・・

・・・ ・・・ ・・・
計

種　類 用　途 金　額 備　考

・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・
計 ・・・

種　別 所　在　地 面　積 金　額 備　考
・・・ ・・・ ・・・ ・・・

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 大学移転候補地

計 ・・・

備　考
・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 旧大学用地 (Ｒ○.○売却予定)

種　別 所　在　地 面　積 金　額



［２］負債

　１　固定負債

（１）長期借入金
円 ％

（２）学校債
円 ％

・・・

（３）長期未払金
円

・・・
・・・

　２　流動負債
（１）短期借入金

円 ％

日本私立学校振興・共済事業団
・・・

計

備　考

計

借　入　先 金　額 使　途 利　率 備　考

利　率 備　考
○○周年記念事業債

計

内　訳 件　数 金　額 使　途 支払期限

計

種　類 件　数 金　額 使　途 償還期限

日本私立学校振興・共済事業団
・・・

借　入　先 金　額 使　途 返済期限 利　率 備　考



（２）１年以内償還予定学校債
円 ％

・・・

（３）未払金
円

・・・
・・・

（４）前受金
円

・・・
・・・

　収益事業用負債
※　該当がある場合は「固定負債」及び「流動負債」の各表に準じて内訳を記載。

［３］　借用財産

（１）土　　　地 　

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 円

　

（２）建　　　物 　

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 円

計

契   約
相手方

契約期間
賃　料
（月額）

備　考
専　用 と共用 専　用

計

種　別 所　在　地 構　造
新設校 既設校 既設校

計

契   約
相手方

契約期間
賃　料
（月額）

備　考
専　用 と共用 専　用

計

種　別 所　在　地
新設校 既設校 既設校

計

計

内　訳 件　　数 金　　額 使　　途 備　　考

備　考
○○周年記念事業債

計

内　訳 件　　数 金　　額 使　　途 備　　考

種　類 件　数 金　額 使　途 利　率

・借用財産については，「土地」及び「建物」について記載すること。
・「土地」及び「建物」の記載方法は自己所有の場合に準じて記載すること。



重要な会計方針

1 資産の評価基準

　・　資産の評価は，取得価額による。

2 引当金の計上基準

徴収不能引当金

　・　未収入金の徴収不能に備えるため，個別に見積もった徴収不能見込額を計上している。

退職給与引当金

　・　退職金の支給に備えるため，期末要支給額××円を基にして，私立大学退職金財団に対する掛金の累積額と交付金の累積額との

　繰入れ調整額を加減した金額の100%を計上してる。

3 その他の重要な会計方針

　 固定資産の減価償却方法

　・　定額法である。

有価証券の評価基準及び評価方法
　・　移動平均法に基づく原価法である。
外貨建資産・負債等の本邦通貨への換算基準
　・　外貨建短期金銭債権債務については，期末時の為替相場により円換算しており，外貨建長期金銭債権債務については，取得時
　又は発生時の為替相場により円換算している。

重要性があると認められる場合には，
以下の記載例を参考に記載すること。


